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１ はじめに 

 平成 30年３月 20日付けで総務課から全職員を対象として、平成 30年度の早稲田大学マ

ニフェスト研究所人材マネジメント部会への参加者募集があった。 

山鹿市は、平成 29年度から人材マネジメント部会に参加している。29年度に参加した１

期生３名は、非公的な（ゲリラ）活動として職員間の横の連携を図るためランチミーティ

ングを立ち上げたほか、公的な（オフィシャル）活動として時間外勤務の縮減と文書整理

に取り組んだ。特に時間外勤務については「しごとメリハリ運動」として時間外勤務の制

限、入退庁記録簿による管理、時間外勤務命令の適正な運用を柱として取り組み、職員の

在庁時間を前年比で 16％減少させるという成果をあげている。 

今回、組織改革を志して自ら応募した者や人事担当から声をかけられた者など、参加動

機はそれぞれであったが、４月 11日付けで総務課長からそれぞれの所属長に対して派遣依

頼が発出された。 

平成 30年度に派遣されたのは、以下の３名である。 

宮崎 歩 （総務部 防災監理課 監理契約係主任） 

川上 穂高（総務部 財務課 財政係主任） 

江崎 達彦（市民部 鹿本市民センター 地域係主任主事） 

 

研究会参加に先立って、１・２期生と派遣元である総務課職員係による情報交換会（壮

行会）が開催されたが、肝心の部会の内容について１期生からは「講義を通じて自分たち

で感じてほしい」として部会の概要資料以上の情報がなく、何が始まるのか、やや不安を

感じながらの第１回研究会参加となった。 

 

２ 第１回研究会 

第１回研究会は平成 30 年４月 27 日、

福岡市で開催された。九州各県を中心に

21 自治体から約 70 名の参加があった。

テーマは「人材マネジメント部会の狙い

を知る」「対話（ダイアログ）に慣れる」

であった。 

講義：マネジメント部会とは何か…正

解のない課題を考えるための方法論。 

アイスブレイク：わたしのまちの自慢と残念…６名１組で模造紙に書き出す。 

講義：対話とは何か…話を傾聴し、相手の立場を理解することが重要。 

自治体経営シュミレーションゲーム SIM2030熊本…長期的な視野と柔軟な発想、参加者

同士の意見交換が求められた。 
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次回に向けた課題：組織の過去・現在・未来…参加自治体の現状を把握し、現在に至る

出発点として 30年前の状況について、当時を知る職員等へインタビューで聞き取りを行う。

また、現在から 30年後の将来像を想定する。 

 

課題を受けて２期生で打ち合わせ1した結果、組織

としての市役所全体では対象が大きすぎると思われ

たため、江崎が所属する鹿本市民センターを選定した。

まず鹿本地域の過去（合併した平成 17年当時）と現

在について、ヒト（職員数や年齢構成）・モノ（文教

施設：保育園や幼稚園、学校の統廃合）・カネ（収入

や支出・資産価値：祭りの削減や一元化）・情報（情

報収集や伝達方法、ネットワークの広さや深さ）・関

係（職員、住民相互の人間関係）の各項目で数値等を

拾い出し、これをもとにセンターの職員等にインタビ

ューを行うこととした。 

 

最初に鹿本市民センター長と補佐の２名に対して「過去（合併前後の鹿本町役場）と現

状」について同時にインタビューし、次に各市民センターを所管する市民部の地域生活課

長に「現状と各センターの将来」について話を伺った。 

 

 鹿本市民センターの概要…合併当初（平成 17 年１月時点）は鹿本総合支所、職員数 46

名（教育委員会の鹿本教育分室６名を含む）。平成 30 年度の職員数は 14 名で、平成 17 年

と比較して 70％の減少。 

 

インタビューの概要…合併前の町役場に設置された市内４箇所の各市民センター（鹿

北・鹿本・菊鹿・鹿央）は、立地により来客数に差がある状況である。鹿本市民センター

の職員数は合併後から大幅に減少しているが、予算措置の変化もあって業務量も減少して

いる。ただし、来客者の要件は幅広く、対応する職員には多様な知識が求められる。 

 

インタビューを通じて、本庁では知る機会の少ない市民センターの役割について知るこ

とができた。また、合併以前の職員や住民相互の人間関係の濃密さ（基本的に誰もが知り

合いで、職員は担当以外の仕事でもお互いに手助けをしていたなど）も印象に残った。 

                                                   
1 打ち合わせはホワイトボード・ミーティングの手法で行った。これは、進行役がホワイトボードに参加者の意見や
アイデアを書き出す会議の進め方。板書によって論点が明確になり、効率的・効果的。写真を撮影すれば回議結

果の共有も容易である。参考文献として、ちょんせいこ著『元気になる会議-ホワイトボード・ミーティングのすすめ

方』解放出版社、2010年。この手法をご教示いただいた丸本昭さん（人吉市職・当時）は、奇遇にも人材マネジメン

ト部会の卒業生であり、研究会でもお話を伺うことができた。 
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３ 第２回研究会 

第２回研究会は平成 30 年５月 21

日～22日に、早稲田大学の国際会議

場である井深ホールにて開催された。

全国 109自治体から約 300名が参加

した。 

テーマは第 1回に引き続き、「人材

マネジメント部会の狙いを知る」「対

話（ダイアログ）に慣れる」。それに

加えて「組織の現状を過去から考え

る」であった。 

基調講演（北川正恭顧問・元三重

県知事）：分権から地方創生の時代へ

と変化。自己決定と自己責任が求め

られている。 

講演：経営型組織について（出馬

幹也・人材マネジメント部会長）管

理から経営への変化。 

次回に向けた課題：踏み込んだイ

ンタビューやアンケートにより情報

収集の質を向上させ、組織の現状と

30年後の姿を想定すること。 

 

第２回研究会での課題を受け、１期生を交えたランチミーティングや打合せの中で、職

員インタビューをする際の材料（話題）として、職員を対象としたアンケートをとること

となった。６月 29日に庁内ＬＡＮ（イントラネット）で職員に周知して「組織的課題に関

するアンケート」として用紙を配布し、７月 20日まで回収した。アンケートには２期生で

想定した 32種類の課題を表示し、複数回答で該当する項目にチェックを入れてもらった。 

回答数は 140件で、回収率は 34％。提出は任意としていたため回収率はそれほど高くな

い数字であったが、各部署・各層から多様な意見を得ることができた。 

 

集計の結果、職員が課題と感じている項目は「適材適所の人員配置」が 63件と最も多く、

次いで「職員相互の情報共有」48 件、「業務の共有」43 件、「事業等の廃止・縮小」39 件

などが挙げられていた。 
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アンケートの反省点として、実施が目的化2してしまったことがあげられる。アンケート

を受けたその後の行動（見出された組織的課題を解決するために必要なアクションプラン

など）にまで目的を明確化しておくべきであった。とはいえ、アンケートの集計結果をイ

ンタビューに反映させ、山鹿市役所の組織的課題を見出す素材にするという目的は達成で

きたと考えている。 

アンケートの集計後、その内容をもとに職員へインタビューを実施した。あらかじめ話

を聞きたい職員をピックアップしておき、若年層を中心に一人当たり 15～30分程度の時間

をかけて 17名の職員から話を聞いた。 

インタビューでも部署や年齢、それまでの業務経験によって異なる、様々な意見を聞く

ことができた。主な意見は以下のとおり。 

・ 職員配置を固定してしまうのではなく、30・40 歳代までは各部署を経験し、個人の

才能や向き不向きを確認するようにしたほうがよい 

                                                   
2 渡辺健介『世界一やさしい問題解決の授業』ダイヤモンド社、2007年刊。 

項
目

番
号

内
容

回
答
数

総
務
部

市
民
部

福
祉
部

経
済
部

建
設
部

教
育
部

そ
の
他

【人材】 9 適材適所の人員配置 63 10 16 13 7 5 9 3

【対話・対人関係】 29 相互の情報共有 48 8 14 7 1 3 10 5

【対話・対人関係】 32 業務の共有（主査・副査制度の強化） 43 7 7 6 7 3 9 4

【予算】 1 事業等の廃止・縮小 39 4 9 5 6 1 11 3

【意識・ビジョン】 26 時間の使い方改善 37 8 8 6 5 2 6 2

【情報・システム】 17 ミスを起こしにくいなど新たな仕組みの構築 36 6 8 7 2 4 5 4

【人材】 8 個々のスキルアップ 35 9 6 6 3 2 5 4

【予算】 4 他部局との協議調整 33 4 9 6 4 3 5 2

【意識・ビジョン】 22 組織の改編 33 8 5 6 3 2 7 2

【人材】 11 業務の外部委託 32 5 13 5 1 4 4 0

【情報・システム】 16 総合行政システムの改善 30 4 7 6 3 2 7 1

【人材】 14 事業等の廃止・縮小 24 2 6 3 3 0 10 0

【人材】 12 コミュニケーション能力向上 23 3 7 2 2 2 2 5

【人材】 15 部下からの人物評価 23 2 6 4 3 4 4 0

【予算】 2 優先順位の見直し 21 2 5 4 2 2 5 1

【意識・ビジョン】 21 所属を超えた政策提案制度の導入 21 4 7 6 2 0 2 0

【情報・システム】 18 情報関連機器の充実 19 5 6 3 2 1 2 0

【情報・システム】 20 外部（内部）への情報発信強化 18 4 5 1 0 0 5 3

【意識・ビジョン】 24 経営層の意思表示 17 7 2 2 0 0 5 1

【予算】 5 職員のコスト意識醸成 16 2 1 3 3 2 3 2

【対話・対人関係】 28 有効な相談窓口の設置 16 0 5 4 2 2 3 0
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・ 係内や課内移動で所属の業務全体を把握しておくと、同僚のフォローがやりやすい 

・ 所属ごとで異なる繁忙期などは部署を超えて職員を融通してはどうか 

・ 各業務などのマニュアルやチェックリストなどがあると異動してからの引継が容易、

それらがないと前任者への確認が大変（書類や電子データが整理整頓されていないと、

さらに大変） 

 

４ 第３回研究会 

第３回研究会は平成 30年７月 27日、熊本県庁新館会議室にて開催された。テーマは「組

織についての現状を考える（過去から現在まで）」であった。 

講演：鬼澤幹事…変化と成長のため、理解と気づきが必要。組織改革の流れは意識→思

考→対話→行動→成果。 

山鹿市の取組に対する緒方幹事のコメント：県庁でも過去にアンケートを実施したこと

がある。トップが意識するかどうかが重要と考え、まとめて各部長や知事まで報告した。

アンケート内容が事実なのか意見なのか、確からしさを押さえる必要がある。単に数字や

インタビューだけで決めつけず、対話の中でいろいろな角度で見て説得力を求めること。 

グループ討議：ビジョンの重要性→それぞれで考え、語り、行動する。ありたい姿から

考え、行動計画に落とし込む。「なぜ」「どのように」「何を」やるか→「なぜ」に共感して

人は動く。「やり方」だけではうごかない。 

次回に向けた課題：これまでの組織についての現状分析をもとに、これらから「ありた

い姿」を描き、実際に組織や職場をよくする実践に取り組むため参加者それぞれの思いを

ふまえてアクションプランを作成し、次回の夏季合宿で発表する。 

 

課題を受けて行っていた職員インタビューでは、話を聞きたい職員１名に対して２期生

が３名（場合によって２名）でインタビューすることにしていた。しかし、相手によって

は威圧感を感じてしまう場合もあるようだったので、若手職員の同世代３名程度のグルー

プを対象にインタビューをしてみた（８月３日に３名ずつ３組）。 

このグループインタビューでは話題が広がりすぎることもあったが、おおむね単独でイ

ンタビューするより盛り上がり、より本音に近い話を聞くことができた。 

インタビュー後にも「仕事の話を職場以外ですることはなかったので新鮮な体験だった」

「他の職員も仕事について同じような悩みを持っていることがわかり、少し気が楽になっ

た」などの感想があり、後日オフサイトミーティングを企画するきっかけとなった。 

また、８月 10 日から 17 日にかけて、８人の係長級職員にも話を聞いた。係長級につい

てはグループではなく、単独でのインタビューを行った。 

 

これらのインタビューを通じて、山鹿市役所として以下の課題が浮かび上がってきた。 

・人によって課題の認識やとらえ方はさまざま 
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・個々に共通する課題も多いが、職員間で共有できていない 

・職員相互の対話が不足している 

・組織（職員）同士の垣根が高い 

 

組織的課題をこのように想定した上で、以下の二点に取り組むこととなった。 

（１）職員アンケートやインタビューで得られた意見について、管理職にインタビューす

る。 

（２）グループインタビューで得られた意見が興味深かったため、より多様な意見を求め

ることを目的に、参加人数を多くしてブレインストーミングかオフサイトミーティング3（ワ

ールド・カフェ形式）を開催する。 

 

取組（１）については課長、次長、部長（計 10名）にインタビューした。アポイントを

とり、あらかじめ質問事項をまとめたレジュメを配布してからインタビューを行った。レ

ジュメは「組織・人材のありたい姿に向けて」と題して、20年後の組織・人材のビジョン、

それに向けての取組についてインタビューを実施した。問１として「20 年後どのような組

織・人材であってほしいか」、問２として「組織・人材の現状はどうか、ありたい姿と一致

しているか」、問３として「ありたい姿が現状と異なる場合は何が原因として考えられるか」、

問４として「組織・人材の活性化のために、誰に何を期待するか。問題を解消するために

どのような取組が必要か」。 

 

最終的にインタビューした職員の合計は８月末までで 103名となった。 

 

 取組（２）については、研究会で１回だけ経験したワールド・カフェと、図書館で借り

た参考文献4をもとに（運営側としてはかなり経験値が低い状態ではあると認識しながらも）、

まずは９月に実施してみることとした。 

 

５ 自主発表会（夏期合宿の代替） 

東京で 8月 23・24日と 8月 30・31日に分けて開催される予定であった夏期合宿が台風

接近に伴い中止となった。 

                                                   
3 オフサイトミーティングとは、「職場を離れた場所（オフサイト）で行う会議（ミーティング）」のこと。普段と異なる場

所で、対話を重視して「気楽にまじめに」話をすることで活発な意見交換が期待でき、組織的なチーム力の向上に

もつながるとされている。 
4 香取一昭、大川恒『ワールド・カフェをやろう』新版、日本経済新聞出版社、2017年。同書の旧版を山鹿市図書

館で借用した。他の参考文献についてマネジメント部会のフェイスブックで意見を求めたところ、幹事の佐藤淳さん

（青森中央学院大学准教授）から新版の存在をご教示いただき、さらに適切なアドバイスもいただいた。すぐさま新

版を購入したのは言うまでもない。佐藤先生にはここに記して謝意を表します。 
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これを受け、菊池市の呼びかけによる

自主発表会（意見交換会）が開催された。

発表会は夏期合宿開催予定日であった

平成 30年８月 31日、熊本市教育センタ

ーにて開催され、熊本県内の５団体（熊

本市、菊池市、山鹿市、天草市、人吉市）

から 15 名の参加があった。合宿で発表

する予定だった内容（ありたい姿や現状

の気づき、アクションプランなど）を発

表し、他の参加者や幹事からアドバイス

を得ることができた。 

 また、夏季合宿中止に対する対応として、発表予定資料に対する幹事からのコメントも別

にいただくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 19 日、午後５時 45分から市役所 301会議室にて第１回のオフサイトミーティング

を開催した。テーマ；あなたの「理想の山鹿市役所像」教えてください～私の所属の良い

ところ、悪いところ～ 

庁内イントラネットで呼びかけたのだが、参加申込みが想定していたよりも少なかった。

参加したくないという若手職員にその理由を尋ねてみたところ、「誰が参加するのか分から

ない会議で発言を求められるのが不安」という意見があった。このため、入庁２・３年目

の本庁勤務職員全員に声をかけるなどして参加者を募り、最終的に 23 名の参加があった。 

１．目指すありたい姿 自治体名：山鹿市

2018年8月 地域経営をリードするための人材マネジメント部会

組織・人材のありたい姿（状態）<5年後>

•オフィシャルな取り組み

→部署を超えた応援制度

→ フレキシブルな人事異動

組織・人材のありたい姿（状態）<３年後>

・様々なかきねが低い状態

→部、課、係、役職、年代、性別

組織・人材のありたい姿（状態）<1年後>
•ゲリラ的ミーティング

→思いを共有、共感する機会の創設

20年後の地域・組織・人材

のビジョン
•どのような社会情勢（環境変化、

技術の進歩、災害発生等）にも対

応できる柔軟な組織

•AI導入後も必要とされるコミュ

ニケーション能力がある人材

•地域に入りニーズを汲み取って

くる行動力がある人材
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 ミーティングに際しては、参加者をあら

かじめグループ分けしておき、各グループ

に１名の進行役（１期生を含む係長）を配

置した。各自の所属部署の良いところ、悪

いところについてテーブルを移動しながら

意見を出し合い、模造紙に書き込んでもら

った。参加者が若手中心で係長を進行役と

していたため、「参加者同士の自由な対話」

というよりも「進行役への意見提出」とい

った雰囲気になる場面もあり、これについては改善が必要と感じた。 

参加者からは「普段接しない部署の人と話ができた」「先輩の意見が聞けてよかった」「自

分の所属を見直すことができた」などの意見があった。また、ミーティングの内容をまと

めて庁内のイントラネットで報告した。 
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９月 21 日、オフィシャルな活動の一環として、「政策協議」制度をスタートした。職員

アンケートやオフサイトミーティング（第１回）の中で、トップの方針が見えない等の声

があったことから、市長など経営層と現場部門の意思疎通を図ることを目的に、対話の場

を設置。実績としては協議を２件開催し、その他相談が６件あった。 

【導入効果】予算編成と関連させたことで、具体的な事例を基とした対話ができ、早め

に重要案件の情報を共有することができた。 

中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

議会 9月定例会

○通知 ○予算編成会議

■要求締切り

★市長査定

◎予算内示

○通知

当
初
予
算

政策協議
（構成員：市長、副市長、総務
部長、関係部長、財務課長、

事業担当課、関係課）
※協議内容に応じて構成員は変動

9月 10月

新
た
な
取
組

（
試
行

）

平成３０年度

2月 3月11月

3月定例会

1月12月

12月定例会

査定業務

２次ヒアリング

１次ヒアリング

平成３１年度予算編成等スケジュール

「政策協議」とは、事業担当課と財務課双方が市長、副市長、総務部長、その他関係部署等と政策の方向

性を協議する仕組み。早期に論点を整理し、目指す政策・事業のイメージを明らかにすることで、予算要求

内容の精査がスムーズになり、予算編成の効率化が図られることを目的に設置するものである。

➣市長が指定する事項、中長期的に取り組む新規政策・事業、今後方針の転換を検討しているもの（政策
効果が不十分なもの、課題に対してより効果が高い取組に変更を検討しているもの）等について、政策の立

案（予算要求）に先立ち現状（課題）の共有や政策の方向性の確認が必要な事案等を対象とする。

➣協議内容は、現状に対する認識、政策・事業の必要性、手法の妥当性、概算事業費、事業スケジュール、

執行体制、関係法令など、政策の立案に当たって必要な要件の整理に係る事項とする。

要件整理が完了し、協議が整ったもの

については、随時、予算編成に反映

庁議、政策調整会議等の会議が庁内全体の

調整を行うものであるのに対し、政策協議は、

政策課題の共有を図り、より迅速に、各政策

の予算要求における課題の洗出し、政策の
方向性の確認、事業化に当たっての要件整

理等を行うことを目的とする。

 

 

10 月 10 日、午後５時 45

分から庁内の会議室で第２回

オフサイトミーティングを開

催した。 

テーマ；お仕事さくさくフ

ァイリング活用術 

 ９月に開催した第１回オフ

サイトミーティングで、「もっ

と実務的な改善の話もした

い」との声があったことから、

業務効率化の手法の１つであ

るファイリング（文書整理）



 

10 

 

について、話し合ってみることにした。 

今回は、声かけをしないでどの程度人数が集まるか試したところ、２期生３人を含めて１

０人での開催となった。 

 

そのほか、オフィシャルではないゲリラ活動として、共有ファイルサーバのデータ整理

に取り組んでみた。結果についてはオフサイトミーティングの結果と同様にして庁内イン

トラネットに掲載し、職員への共有を図った。結果的にサーバ内に放置されていたような

不要データがかなり整理され、実績は出たが、しばらく時間が経つと、共有ファイルサー

バは、再び、整理整頓されていないカオス状態に戻ってしまった。職員各自の意識が変わ

らないと、行動は変わらないということに気づくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 第４回研究会 

第４回研究会は平成 30年 10月 25日、熊本県庁にて開催された。テーマは「夏期合宿の

フィードバックを受けて今後のアクションの進め方を考える」であった。参加団体に対し

て幹事団からコメントをいただくことができた。 

 

緒方幹事；全職員ではなく、大多数いる中の誰に声をかけると動くか、キーパーソンを

探す。その人が動くと、こんな効果があるのではないかという予想を立て、検証する。ま

た、取組について目標地点への流れを示すことも必要。 

＊ファイリングの活用に向けて、１歩１歩＊

before
共有サーバや各
課ファイリングの
整理

情報共有の推進、引
継ぎの簡素化による
業務効率化

効率化によって生まれ
た余裕・余力を、次のス
テップ（改革）に回そ
う！！

皆様の自主的なご協力のおかげで、共有サーバの容量が

残り１．６３ＧＢという危機的状況から７．７７ＧＢにまで

増加しました。引き続き、整理整頓をお願いします！

after
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オフサイトのイベントについて、やりっぱなしでなく、まとめてデータとして上層部に

示すなどして次に活かすべき。また、参加者が少なかったことについて、やってみて初め

て見える課題もあるはず。その課題を変えるためにどうするかを考える。 

加留部幹事；エジソンの言葉に「私たちの最大の弱点は諦めることにある。成功するの

に最も確実な方法は、常にもう一回だけ試してみることだ」というものがある。オフサイ

トミーティングは頻度や回数も大切。参加者が一人であっても開催することに意味がある。 

鬼澤部会長代行；ミーティングやイベントを開催するにあたって、２回目以降も参加し

ようと思うポイントは①楽しい、②明るい、③来た人が得をする（メリットがある）、④参

加したことで、周囲からどのように思われるか。また、主催者にもメリットがないと（負

担が大きすぎると）継続できない。組織として、危機感の共有はあるか。ランチミーティ

ングは一つの手段にすぎない。例えば経営層に対して、職員同士の人間関係が不足したこ

とによって生じた不都合を示し、対話する。メンバーだけで対策を考えるのではなく、対

話することで気づきが生じる。課題は共有されていないと課題にならない。 

 

第 4 回研究会前後における活動として、ランチミーティング、部長講演会、オフサイト

のランニング会を開催した。 

ランチミーティングはもともと昨年度、

１期生と派遣元の職員係の情報交換の場

として開始されたものが継続しており、

２期生も参加していた。ここに人マネ参

加者以外の職員を呼んで仕事の話を気軽

にできる場所にしたいと呼びかけた。２

期生３名がそれぞれ一人ずつ声を掛け、

何回か集まったが次第に当初のメンバー

（１・２期生と職員係）に戻ってしまっ

た。共有ファイルサーバのデータ整理と

同様、こちらも不断の呼びかけが必要である。今後はテーマを設定してランチミーティング

を開催することで、そのテーマについて関心がある職員の参加を募る予定である。 

 

部長講演会は異なる世代や職位への理解を深め、新たな視点や気づきを得る機会として

開催した。庁内イントラネットや直接声かけを行いながら参加者を募り、２回の開催でそ

れぞれ４０名以上の参加を得ることができた。 
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講演内容は部長それぞれの経験を通じて感

じてこられた思い、後輩職員へのメッセージな

ど普段聞くことができない話を語っていただく

内容であったため、参加者の満足度は高いもの

となった。 

 

 

 

 

 

 

今後は講師を部長以外にも広げていく

ことや、単に話を聞くだけでなく、講演

後に参加者同士で感想を話し合い共有す

る時間を設けるなどすると、更に職員の

意識改革につながっていくと思われる。 

 

オフサイトのランニング会は、２期生３名のうち２名がランナーであることから発想し

た企画である。昨今のランニングブームもあり、市役所内でもランナーは多いが、ほとん

どは個人で練習したり大会に参加したりしている。親しい職員同士で大会やリレーマラソ

ンなどに参加することはあるがそれほど盛んに行われておらず、一緒に運動することで人

間関係が近くなることから、この輪をさらに広げたいと考えた。 

平日に毎週１回、業務終了後の 18時から１時間程度、夜間照明のある近隣の総合運動公

園の内部をゆっくりとしたペースで走ることとしてイントラネット（庁内ＬＡＮ）で呼び

かけた。第１回は 11 月 15 日に開催し、６名の参加があった。このときの参加者の一名は

今年度の新規採用職員で、その後開催された山鹿市駅伝大会（12月 16日）にも市職員で構

成したチームのメンバーになってもらうなど、ランナーの輪を少し広げることができた。

とはいえ、これまでほとんどの参加者は２期生と顔見知りのメンバーであったことから、

その効果は限定的である。これは、時期が冬で日没時間が早く気温も低いため、初心者や

興味のあるものが参加するには少しハードルが高いためだと考えている。春になって暖か

くなればこのハードルが低くなることを期待して、今後も継続して開催する予定である。 
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７ 第５回研究会 

 第５回研究会は１月 24日から 25日にかけて、早稲田大学大隈記念講堂5の大講堂で開催

された。テーマは「プロセスを振り返る。自らの行動に動機づけする」であった。 

 

参加した 100以上の自治体の取組がポスターセッションで紹介され、発表もあった6。ポ

スターセッションを通じて、他の自治体の取組を学ぶことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   
5 大隈記念講堂はチューダー・ゴシック様式の講堂で、昭和２年竣工。国の重要文化財。実に重厚な建造物であ

った。 
6 ２日目の終了後、引き続いて「夜会」と称する任意参加の勉強会があり、日程に余裕のあった宮崎が参加した。
こちらは「オープンスペーステクノロジー」という手法で進行された（参加者がテーマを掲示し、興味のあるテーマへ

自由に参加して話し合うというもの）。「SIM導入について」「今後の活動に際してマネ友としての関わり方」につい

て意見を交わすことができた。この際に参加者から SIMについての参考文献をご教示いただいた。今村 寛『自治

体の“台所“事情 “財政が厳しい”ってどういうこと？』ぎょうせい、2018年 

　（第２期生）防災監理課　宮崎　歩

財務課　川上　穂高熊本県山鹿市

2018年4月 10月 2019年1月

◆
全
職
員
顔
見
知
り
化
計
画→

風
通
し
が
よ
く
、
ど
の
よ
う
な
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
人
材
と
組
織
へ→

◆
職
員
自
身
が
全
国
に
誇
れ
る
山
鹿
市
へ

【6・7月】

組織的課題を把握するため

「全職員アンケート」の実施
（回収140名、回収率33.9％）

【7・8月】

アンケート結果を基に、

「キーパーソンインタビュー」
（約60名、延べ40ｈ）

多く課題とされた項目

No.1 適材適所の人員配置

No.2 職員相互の情報共有

No.3 業務の共有

・人によって課題の認識、捉え方はさまざま。

共通する課題も多いが、職員間で共有でき

ていない ※業務の複雑化、高度化、属人

化→手助けが困難

・職員相互の対話が不足し、組織（職員）間

のカベが高い（顔が見えない関係）

【9・10月】

課題の深堀、共有化、職員間をゆるく繋げる

「オフサイトミーティング」実施

・第1回「組織の良し悪し」

・第2回「文書整理とファイリングシステムの活

用」（２回で延べ33名参加）

・参加者の満足度は

高かった。運営経験を

得ることができた。

・持続性、波及性に乏

しい。時間外に人を集

めることが難しい（個

別に声掛け）

【9月～】

活動内容や成果を伝え、共有する

「人マネ通信」を随時庁内イントラに掲載
（2019.1.24時点 16回掲載 継続中）

【10・11月】

第2回O/M「ファイリングシステム活用」の実

践として、全庁共有サーバ内のデータ整理

を呼びかけ
（実施前の空容量1.63/10.0GB→実施後7.51GBに増）

・継続して掲載すること

で活動の認知が向上、

協力してくれる職員が

増えてきた

【11月】

予算編成に係る経営層と担当職員との対

話の場として「政策協議」を創設（相談8件、

実施2件）

【11月～】

所属を超えて職員同士が顔見知りとなり、

ゆるい繋がりの中でしなやかな組織の素

地を形成する「ランチミーティング」実

施
（１期生・職員係・有志と。毎週水曜日、継続中）

【12月】

幹部職員の考えや思いを伝承し、後輩職

員の心に火をつける「退職部長による講

演会」開催（約40名参加、継続中）

【12月】

ゆるい繋がりと健康増進を図るため「ゆ

るっとランニング会」実施
（毎週1回18時から1時間弱、継続中）

これまでの取り組み 第4回以降の取り組み これからの取り組み

①ランニング会

②部長講演会

③ランチミーティング

④経営層との対話

⑤人マネ通信

※O/Mは、上記取り組みの中

で特定のテーマ（課題）が見出

された際に開催する。

・なりゆきの未来を待つので

なく、常に「ありたい姿を」

求めバックキャスティング的

に思考し行動していくことが

重要。

・その中でいかに周りの人た

ちからの共感を得るか、巻き

込んでいけるのか研究し続け

ていく必要がある。
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特別講演：鬼丸昌也氏（地雷除去、子供兵、東日本地震等に取り組む NPOの創設者）…個

人の存在は微力だが、無力ではない。自分でできる行動を積み重ね、少しずつでも前進す

ることが大切。手段が目的化しないように注意が必要（SIM や他自治体との意見交換会な

ど、開催して満足しないようにする）。 

講演 鬼澤幹事長…時代は変化しており、行政でも「経営」が必要になっている。常に危

機感を持ち、興味・関心・好奇心を抱き続けること。 

出馬部会長…業務の優先順位づけと資源（予算と人員）の配分は、経営層の責務。プレッ

シャーのかかる所属長のサポート役として、課長補佐の役割が重要である。 

 

８ まとめ 

平成 30年度に参加した２期生の活動は非公的なものが中心で、職員アンケートやオフサ

イトミーティング・オフサイトジョギング会・ランチミーティング・部長講演会、それら

を周知（参加者募集や報告など）するための庁内イントラネットの活用などである。将来

の活動にもつながるであろう「取組についての土壌づくり」を多様に展開することができ

た。公的な活動としては、予算編成に関連した政策協議制度を開始し、事業に関する共通

認識を得る機会を設けることができた。 

 

人材マネジメント部会には山鹿市として２回目の参加であることから、いずれの取組に

関しても初めての試みとなり、ある意味では自由に企画し、運営することができた。いわ

ば「人マネ」をテレビドラマ水戸黄門シリーズの「印籠」のように使い、色々な活動を展

開することができた。 

他自治体のようにマネジメント部会への派遣が継続しており、各世代での取組の実績が

蓄積されていれば、このような企画はできなかったと考える。 

 

とはいえ、活動に関しての課題や反省点も多く感じている。 

研究会において幹事からは「公的な（オフィシャル）活動と非公的な（ゲリラ）活動の

バランスが大切」との指摘をいただいた。非公的な活動を展開することで、いかに公的な

動きや全体的な組織改善につなげるかという視点である。 

政策協議制度を除けば活動はほとんどが非公的なものであり、全体的な改善につなげる

ために必要とされた経営層へのアプローチや、派遣元である総務課との連携については不

十分であった。 

また、１期生との関係についても、毎週のランチミーティングでは有益なアドバイスを

いただいてはいたが、もっと積極的に協同することで、より全庁的な活動に近づけること

ができたのではないかと感じている。 
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最後に、今年度得られた成果・経験を来年度以降につなぐために、「柔軟な組織の実現に

向けて」の提言を記す。 

 

人材マネジメント部会の活動を通じてありたい姿を思い描く中で、複雑・多様化する社

会情勢に迅速かつ適切に対応するためには、柔軟でしなやかな組織でありたいという結論

に至った。そのためには、職員間で様々な意見を出し合える関係が好ましい。 

本音を語れる関係になるには、まずは、職員同士が知り合うこと、顔見知りになること、

相手を認識することが必要と考えた。 

現在、市役所では、４００人を超える職員が働いている。その職員が顔見知りになる方

法は、職場、職員組合活動、レクリエーション、ランチミーティングなど多種多様である

が、職場ほど固定的でなく、レクリエーション、ランチミーティングほど任意的でない手

段として、「部署を越えた応援制度の活用」を提案したい。 

本市ではこれまでも、山鹿灯籠まつり専従（まつり前の１週間、若手職員が所属業務を

離れ、専従でまつりの裏方に参加）、各種選挙事務専従、保存文書の引継・廃棄業務、庁舎

周りの除草活動、予算書・決算書の製本・確認作業等多くの場面で、部署を越えた協力体

制がとられてきた。しかし近年は職員数の減少を受け、他の部署から人を借りることへの

遠慮等から業務委託へシフトしており、部署を越えた関係が薄れている。 

働き方改革等の時代の流れから見れば、業務委託等への転換は必然であると思うが、あ

えて部署を越えた応援制度を活用し、職員同士のつながりを再構築していくことが、あり

たい姿への第一歩に繋がるものと考える。 

 

「部会に卒業はない」研究会において幹事から何度も聞いた言葉である。変化しつづけ

る社会に対応する組織もまた、変化・改革しつづける必要がある。今回の活動で達成でき

たことや達成できなかったことを念頭に、来年度以降の参加者の活動を１期生と共にサポ

ートしながら、今後も２期生としての活動を継続していくこととしたい。 

 

９ 付記 

宮崎 歩（防災監理課） 

さまざまな場所で、多くの自治体と共に経験豊富な講師陣のスピーチを聞き、多くの学

びと気づきを得ることができた。課題に取り組む中で、組織や個人の認識を変えることの

難しさを感じることもできた。油断すれば日常業務に追われてしまい、急を要しないが重

要な事柄を後回しにしてしまう自分自身の悪癖を思い出すことも多かった。１年間の部会

活動を通じて山鹿市に対して何かを作り上げることができたのかと問われれば心もとない

限りだが、今後少しずつでも改革改善の土壌を耕し続けます。 
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川上 穂高（財務課） 

公費を使っての派遣ということで、何かしら組織に成果を還元できればとの思いで参加。 

多才な講師陣の話を通して、日々感じていたモヤモヤ、言葉にならない思いが、講師陣

の理論立てられた説明を受け、ストンと腹落ちした瞬間を今でも覚えている。 

特に、組織改革について、これまで、自分で実践することに心がけてきたが、自分が動

くのではなく、周りを巻き込んでいくこと、組織の土壌づくり（意識改革）が大切である

と気づけたことは、これから先の実践に向けて、大きな財産となった。 

また、「価値前提で考える」こと、ありたい姿からのバックキャスティングで、今何をす

べきか考えることは、これから先、人口減少社会を迎え、様々な行政課題が山積するなか

で、重要な視点であると感じた。一方で、ありたい姿を描く力が、まだまだ自分には不足

していること（原因は、現状に慣れてしまっていること。そして、これから先の将来に対

する、危機意識が薄いこと）がはっきりしたので、様々な人との対話を通して、経験を重

ねていかねばと決意を新たにしたところである。 

 

江崎 達彦（鹿本市民センター） 

１年間を通じて三人がチームとなって課題解決に取り組むことができるというこれまで

の研修とは異なる内容に惹かれたこと、また入庁 16年目を迎え、自分自身の成長のために

この機会に一歩踏み出してみたかったことが私の部会へ参加した動機である。 

部会では、対話することの意義や組織で目的（目標）を共有することの重要性を学んだ

ほか、過去と現在を見つめ、将来ありたい姿を設定すること、そこからバックキャスティ

ングに今やるべきことを実践していくことなど多くのことを学ばせていただいた。 

ただ当然組織が抱える課題は自治体によって異なるため、部会ではアドバイスやヒント

はいただけるが、処方箋まではいただけないので、前述のとおり答えを求めて２期生とし

て試行錯誤しながら様々展開してきたところである。 

結果的には、具体的な業務改革よりも、改革を生むための

土壌作りに重点を置いた取組が中心となったが、庁内へ情報

発信を続けたことで部会への認識を高め、新たなことへチャ

レンジする精神を示唆することができたのではないかと感

じている。 

ともあれ部会に卒業無し。これからもなりゆきの未来を待

つのでなく、常に「ありたい姿」を模索しながら取組を継続

し、その中で、いかに周りの人たちの共感を呼び巻き込んで

いけるのか研究していきたい。 

最後に、部会幹事団及び運営委員の皆様はもとより、山鹿

市総務課及び１期生、マネ友並びに私の部会活動中フォロー

いただいた鹿本市民センター職員の皆様に感謝。 


